
だれもが、まるごと受けとめられる社会 
を⽬指して 
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わっかをご⽀援くださっているみなさまへ 
感謝をこめて 
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いまの⼦どもたちは、⾃分では変えることができない社会環境や、 
⼤⼈の意識の変化により「思うがまま」に過ごす時間や、 
まるごと受けとめられる経験が少なくなっています。 
⼤⼈の価値観による評価、他者との⽐較や数字で表せる結果で、 
⼦どもの存在を条件付きで認める場ばかりになり、さらには、 
地域社会においても、その⼦のまるごとを受けとめてくれる存在も少なくなっています。 
また、学校、学習塾、習い事、スポーツクラブで多忙な毎⽇を送り、 
仲間も時間も空間もなくなりつつあります。 
だから、私たちは、まるごと受けとめられる場づくりをしたいという思いで 
古⺠家開放や冒険遊び場を⾏っていきます。 
 
Mission -われわれが、実現したいこと- 

「私たちは、だれもをまるごと受けとめます」 
私たちのスタイルについて 

「おやごころ」 
⽊の上に⽴ち、⼦ども達をそっと⾒守る親の姿のように 
居場所づくりを続けることで出会う誰をも、まるごとを受けとめ、そっと静かにやさしく⾒守る。 
それは、⼦どもの成⻑を信じ、深い愛を注ぐ親と同じだからです。 
 

「わっかにくる、みんなへ」 
わっかにくる⼈は、ミッションを実現する仲間であり、⼀緒に社会を変える仲間です。 
 
わっか 組織体制 
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-居場所づくり事業- 
[活動報告①] ⽉ようわっか  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎週 ⽉曜⽇ 15:30 ‒ 20:00 頃まで 
⼦ども達がみちくさ的に、ふらっと⽴ち寄ることができる放課後の居場所を提供しています。 
⼦ども達は、⾃分たちの気の向くまま、来たいときに来て、帰りたいときに帰っています。 
ここでは、誰かに指図されることも、我慢することもありません。それぞれが思うがまま、好き好きに過ごす場
所です。床にチョークで落書きする⼦もいれば、外でカンカンと⾳を響かせながら⽊⼯をする⼦もいます。 
ゴロゴロしてマンガ読む⼦もいます。ちょっとの間、⽴ち寄って、宿題をする⼦もいます。待ち合わせは、 
わっかでなんて⼦もいます。 
ルールがあるとすれば「ルールがない」ことぐらいです。「⾃由」な場として、地域の⼦ども達に定着しつつ 
あります。学校では、⼤暴れするような⼦でも、ここでは暴れません。暴れる理由がないからです。 
いわゆる⽀援学級に通う⼦ども達も参加者全体の半数近くいます。不登校の⼦ども達もいます。それぞれ社会に
対して⽣きづらさを感じている⼦ども達ばかりです。でも、ここでは感じる必要がありません。 
⼦ども達それぞれの思いが共鳴し合いながら、この場ができているからです。わたしはわたしでありながら、 
他⼈と関わることができる場です。 
結果は求めていません。ただ、願っています。⾃信をもちながら、⾶び⽴つ瞬間がくることを。 

参加者のべ 1,150 ⼈ 回数 ５０回 
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-居場所づくり事業- 
[活動報告②] ⽇ようわっか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎⽉１〜３回 ⽇曜⽇ 10:00 ‒ 15:00 

「ここでは、ゆっくりすごせるんよ。」という保護者の声をよく聴きます。そんなとき⼦どもたちは、わっかの中
で他の⼦と遊んだり、⼀⼈で何かをしていて保護者の周りから離れています。 
もともと、⼦どもが⾃由にすごせる場所にしたいと思って始めた活動で、いまも最も⼤事にしています。例えば、
お昼ご飯をつくるとき、⼦どもたちは⾃分たちで野菜を切ったり、調理をしようとします。家では注意したり指
⽰したりしますが、ここでは⼦どもがすることを⾒守っています。⼤⼯道具で⼯作するときも、いちいち⼿順な
どを教えずに「どうするんかなあ」とちょっとわくわくしながら⾒ています。そうすると⼦どもたちは⾃分たち
で試⾏錯誤します。そんなとき⼦どもたちは真剣な顔だったり、思いっきり笑ったり、いい表情をしています。
また、⾃分で⾏ってみて出来なくって⼤⼈の助けを求めてきたときは、必要なだけ⼿伝います。そんな時間を重
ねていると、⼦どもは⼦どもだけで遊んだり、⼤⼈と⼀緒だけど、ずっと関わり続けなくてもよくなる。家では
ずっと遊んでいる⼦どもが、ふと⾃分から離れる時間がある。そんなとき、「ここでは、ゆっくりすごせるんよ」
と保護者は感じるんだと思います。そうして、⼤⼈に⼼に余裕ができると⼀緒に⼦どもとすごす時間がいいもの
になります。 
⼦どもが⾃由にすごせる場所に、⽇ようわっかがなってきつつあります。そして、そのとき⼀緒にいる⼤⼈もゆ
っくりできていることが、⽇ようわっからしさだと思います。 

参加者のべ ３６４⼈ 回数 ２３回 
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-居場所づくり事業- 

[活動報告③] waccafe 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎週 ⽉曜⽇ 10:00 ‒ 14:00 頃まで 

平⽇のこの時間に⼩さな⼦供を連れた⼦どもを連れたお⺟さん、お⽗さんがゆっくり過ごせる場として、 

普段のわっかでゆっくり話せない⼤きな⼦ども（⼤⼈）達が台所番あすかに話しにくる場所、だべり場として 

場を提供しています。 

ただただ、ゆっくり時間を過ごすお⺟さんもいれば、じっくり⼦どもと遊ぶお⽗さんもいます。 

⽇々の思いをここぞとばかりに、あすかにぶつけて、すっきりして帰る⼈もいます。 

悩みを話して、その場で泣いてくれる⼈もいます。 

ゆっくりとカフェ気分を味わいながら、⽇頃とは違う時間の過ごし⽅をしてもらえる場が「waccafe」です。 

 
 

参加者のべ ５３⼈ 回数 ２７回 
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-居場所づくり事業- 

[活動報告④]のっぱらわっか|冒険遊び場 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎⽉１〜2 回 ⽇曜⽇ 10:00 ‒ ⼣⽅（⼦ども達が帰るまで） 

参加費無料、申込不要の⼦ども達の⾃由な遊び場です。⼀般的には、プレイパークとか冒険遊び場と⾔われてい

る取り組みです。戦時中、ヨーロッパで始まった取り組みで、⼦ども達は出来上がった遊具よりも、廃材などの

ガラクタがある⽅が豊かに遊ぶことを発⾒したことからはじまりました。 

のっぱらわっかでは、焚き⽕や⽊⼯、⽵⾺、いろんなサイズや形のボールなどがあり、駄菓⼦やカップラーメン

の販売もしています。 

ここでもルールはひとつ「ルールがない」ことです。持てる⼒を⽬⼀杯出して遊びまわることもできます。ただ、

ぼーっと⽕を眺めていることもできます。なにができるかではなく、プログラムもなにもないからこそ、なにも

しないで過ごすこともできるのです。⼼ゆくまで⼦ども達が過ごせる場として開催を続けています。 

 
 

参加者のべ １６３⼈ 回数 １１回 
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-学びあい事業- 
[活動報告⑤] 居場所づくりサミット 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０⽉２８⽇、２９⽇に全国で居場所づくりを⾏っている 9 団体を招き、第１回居場所づくり全国サミットを開

催し、事務局として運営を⾏いました。交流会では、これから居場所づくりをされる⽅や居場所づくりをしてい

る⽅と意⾒交流を⾏いました。 

 

参加者数 講演会のべ 111 ⼈  交流会５２⼈ 
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-その他- 
[活動報告⑥] おさがり市+waccafe 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わっかには来てくれる⽅や活動を応援してくださる⽅から頂いた着なくなった服がたくさんあります。その頂い

た服を必要な⽅に届けるために⾏っています。県外から、服を寄付してくださる⽅もいます。 

 
 
  
 

 
  
 
 
 
 
 
 

-その他-  

参加者のべ １２⼈ 回数 ３回 
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[活動報告⑦] ふるまい餅 2018 年１２⽉１７⽇ 
 
  

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わっかのご近所の⽅に、⽇頃の感謝の気持ちを伝えたくて⾏いました。当⽇は、わっかのある⽶原区の⽅４名の

参加があり、⼦どもたちが餅をつく様⼦をご覧になったり、⼀緒に餅を⾷べました。来てくださった⽅は、その

後わっかを開けているときなどに出会うと、わっかの活動を応援してくださいます。これからも地域への感謝の

気持ちを伝える機会を設けていきます。 

 

 
 
 
 
 
  
 
  

-その他- 

参加者のべ ２３⼈  
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[活動報告⑧] ピザ窯つくり -⽇ようわっかを開きながら
- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽇ようわっかに来ているお⽗さんを中⼼に、⾃分たちで図⾯を書くところから製作まで⾏いました。⼦どもたち

も作業に関われるところは⼀緒に参加しました。３⽉から始めて 4 ⽉ 8 ⽇に完成し、みなでピザを作り⾷べまし

た。その後も、製作した⽅を中⼼に定期的にピザづくりを⾏っています。 

 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 

参加者のべ ３６⼈ 回数 ５回 
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-その他- 
[活動報告⑨] マルシェで１⽇遊び場開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⽶原市内で２か⽉に⼀回程度⾏われる「ゆっくりマルシェ」では第１回からマルシェの⼀⾓で遊び場を開催して

います。マルシェに来ている⼦どもたちが楽しく過ごせるようにと思い参加しています。「IBUKI Country Fair」

は、主催者がゆっくりマルシェで、わっかのことを知り声をかけてくださりました。 

 
  
 
 
 
 
  
 
    
 
 
 
 

ゆっくりマルシェ 4 回 IBUKI Countory Fair 1 回 
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 [活動報告⑩] 講演会実績 
 
2017 . 5 . 9  13:30〜15:00 題⽬：わっかの概要と地域との関りについて 
場所：滋賀県⽶原市 
主催：⽶原市社会福祉協議会、伊吹⺠⽣児童委員協議会 
 
2017 . 7 . 29  11:45〜12:20 題⽬：わっかの取り組みについて 
<内容> 
滋賀⼤学が主催する「地域活性化プランナー学びなおし塾」の現地研修にてわっかの視察と概要説明を⾏いまし
た。 
場所：滋賀県⽶原市（わっか） 
主催：滋賀⼤学 地域活性化プランナー学びなおし塾 
 
2017 . 9 . 10  9:00〜11:00 題⽬：わっかの概要と施設案内  
<内容> 
⻯王町では今年度から「⻯王町地域⽀え合いしくみづくり 
モデル事業」に取り組まれていて、⼦育て⽀援への部分の視察で、 
わっかを選んでくださりました。 
場所：滋賀県⽶原市（わっか） 
主催：滋賀県⻯王町林⾃治会、⻯王町役場 
  
2017 . 9 . 14  13:30〜15:00 題⽬：わっかの概要と施設案内 
<内容> 
わっかが⼤事にしている「こどもが⾃由に過ごせるために注意などはせず⾒守る」ということや「こどもが、ほ
っとできる場所をつくっていたら⼤⼈もほっとできる場所になってきている」ことなどをお伝えしました。 
場所：滋賀県⽶原市（わっか） 
主催：⽶原⺠⽣委員児童委員協議会児童福祉部会 
 
2017 . 10 . 28  居場所づくり全国サミット 題⽬：わっかについて 
<内容> 
わっかの設⽴経緯や、スタッフ三⼈が⼤事にしていること、 
⼀⼈でも居場所づくりを始めるための 
ちょっとしたアドバイスなど、話をさせていただきました。  
場所：滋賀県⽴⽂化産業交流会館 
 
2017 . 11 . 30  題⽬：わっかについて -居場所づくりの視点から- 
<内容>7 ⽉ 29 ⽇に⾒学をしていただきましが、よりわっかの活動について居場所づくりという観点から 

「地域共⽣グループ」のメンバーの⽅にわっかの活動を説明しました。 
場所：滋賀⼤学 地域活性化プランナー学びなおし塾 
 
2017 . 12 . 18  授業：地域づくり⼈材論にて 
<内容>滋賀県⽴⼤学「地域づくり⼈材論」でわっかの活動や、なぜ活動を始めたかを講義しました。 
2018 . 1 . 22  18:30〜19:10  題⽬：わっかの概要説明 
<内容> 
わっかの設⽴経緯や、スタッフ三⼈が⼤事に 
していることなど、話をさせていただきました。 
場所：滋賀県⽶原市（ゆたに公⺠館） 
主催：岐⾩県社会福祉協議会 
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2018 . 2 . 10  13:00〜  題⽬：潜在「農⼒」を⾒つける異業種クロストーク 
主催：京滋有機農業研究会 協⼒：株式会社ヘルプ 

  
 

2018 . 2 . 10  13:00〜  題⽬：わっかの概要について 
主催：岐⾩県海津市社会福祉協議会 
場所：滋賀県⽶原市（わっか） 
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[活動報告⑪] メディア掲載実績 -活動開始から- 
 
2015 . 12 中⽇新聞 

 
 
2016. 3 読売新聞 
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2016 .7 ⽶原市広報 “広報まいばら” 

 
2016 .7 中⽇新聞               2016 . 11 中⽇新聞 
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2016.12  成美堂出版「今がわかる時代がわかる ⽇本地図 2017」 
「広がる⼦ども⾷堂の記事内」に写真でわっかの様⼦が掲載されています。 

 
 
2016 . 12 ⽶原市地域情報誌 “まいスキッ” 
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2017 .5 中⽇新聞           2017.7 地域情報誌 “Rusc” 

  
 
2017. 11 中⽇新聞 
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2017.6 滋賀の縁創造実践センター 第６号 
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2018.5 こんきくらぶ  
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[活動報告⑫] 助成⾦実績 
・  ⽶原市地域創造⽀援事業 

H27：200,000 円 
H28：600,000 円 
H29：750,000 円 
H30：668,000 円（予定） 
 

・  ⽶原市お茶の間創造事業 
H29：450,000 円 
H30：80,000 円 
 

・  ⽶原市⾃然に親しむ遊び場事業 
H28：100,000 円 
H29：100,000 円 
H30：100,000 円 
 

・  中辻創智社 ⼦ども⾷堂などに学習機能を付与するための助成事業  
H30：50 万円 
 

・  滋賀県社協 ⼦ども未来基⾦ 
H27：199,900 円 
H28：184,000 円 
 

・  「遊べる・学べる淡海⼦ども⾷堂」モデル事業 
H27：200,000 円 
H28：100,000 円 
H29：100,000 円 
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わっかの活動を⽀援してください 
 
●正会員として⽀援 1 ⼝ 1000 円（1 ⼝以上） 
わっかのメンバーになっていただき、継続して活動を⽀えてくれる⽅。１年に１回の総会
の場や普段も活動についてご意⾒いただくことも可能です。資⾦だけでなく活動にも関わ
れる⽅はこちらで、ご⽀援ください。 
 
●賛助会員として⽀援 1 ⼝ 2000 円（1 ⼝以上） 
わっかを継続して活動を⽀えてくれる⽅で活動に参加することは難しい⽅、こちらでご⽀
援ください。 
 
●会員としてでなく 何円でも 
お好きなタイミングで⾦額もご⾃由にご⽀援いただけます。 
 

寄付の⽅法 
●滋賀銀⾏から 
【店番】423 【預⾦項⽬】普通預⾦ 【⼝座番号】030723 【名義】トクヒ）ワツカ 
 
●⼿渡しで 
活動の際にお渡しいただいても構いません。また、わっかの連絡先などにご連絡いただき
ましたら、スタッフが参ります。 
 
●Amazon から 
Amazon の欲しいものリスト http://amzn.asia/96Ujg5c 
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NPO 法⼈ わっか 

 
 
 
 
 
 
 
住所：〒521-0012 滋賀県⽶原市⽶原 561 
電話：070-1803-1059 
メール：wacca235@gmail.com 
WEB：http://bouken-asobiba.jimdo.com/ 
Facebook ページ：https://www.facebook.com/wakkamaibara/ 


